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◆ 近年、毎年のように晩国各地で旞災害が発昏

出展：「水害レポート2024」 2



1時間降水疁50mm以上の年間発柃回数（アメダス1,300地点あたりに換算した値）

 橢候変動の影櫝により、水害の歝甚化・頻発化
 時間雨疁50mm以上を超える短時間櫋雨や総雨疁が数百mmから千mmを超えるよう

な大雨が全国各地で毎年のように発生
 時間雨疁50mm以上の年間発生回数は、1976年から1985年の10年間で平櫭226回、
 2015年から2024年の10年間で平櫭334回と増加欳向（約1.5倍）

◆ 気候変動による雨の降り方の変化について

出展：「水害レポート2024」 3



道路冠水状況 10月23日7:43撮
影

③都幾川右岸0.4k付近
決壊(東松山市早俣地先)

①越辺川右岸0.0k付近
決壊(川越市平塚新田地先)

②越辺川左岸7.6k付近
決壊(東松山市正代地先)
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※令和元年台風19号に伴う大雨による浸水推定段彩図（都幾川１）【暫定】＜速報＞
10月14日16時作成 10月18日一部修正（国土地理院）
（https://www1.gsi.go.jp/geowww/201910/shinsui/09_shinsui_toki_1.pdf）を加工して作成

⑤都幾川右岸5.9k付近
決壊(東松山市葛袋地先)

④都幾川左岸6.5k付近
決壊(東松山市石橋地先)

③

 疖痕元年東日本台風では横瀬雨疁観測所、ときがわ雨疁観測所等で観測史上最高雨
疁を観測し、橫痒的な大雨をもたらした

 荒川水歉の直轄欄間では、荒川の支川越辺川・都幾川の５箇所で堤防が決壊

近年の荒晅での旞害（令和元年東日本台風）
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１ 流域治旞の加速化・斵化

〇防災・減災、国土櫋靭化として、畣域のあらゆる関係者が協働してハード・ソフト一梕となっ
た畣域治水の取栱を推進するとともに、歑画的・効畝的な痊檞化対策・耐震化等を実施してきた
〇さらに、気候温暖化による水災害の激甚化・頻発化に梗応するため既桿施柪の徹底活用を図り
つつ、河柹枻備基本方針や河柹枻備計画等の見直しや河柹、ダム、砂防、海岸、水道、下水道の
枻備等を推進するとともに、災害リスクを踏まえたまつづくり・住まい方の工夫等の被害軽減策
梗策に取り組むことにより、畣域治水の加速化・進化を図る

5



【国】

埼櫨ブロック

東檼ブロック

荒
川

越辺川

合流点処理

水門整備

放水路整備

【埼玉県】

【埼玉県】

橋梁部周辺対策

埼玉県

東京都

【埼玉県】

堤防整備

【埼玉県】

河道掘削

【埼玉県】

堤防整備ヹ
護岸整備

【埼玉県】

河道掘削ヹ堤防整備

【埼玉県】

【埼玉県】

【埼玉県】

河道掘削

【埼玉県】

河道掘削

河道拡幅ヹ
橋梁架替

【東京都】

河道掘削ヹ堤防整備

【埼玉県】

河道掘削ヹ堤防整備
【埼玉県】

河道掘削ヹ堤防整備

河道掘削
【埼玉県】【埼玉県】

【東京都】

堤防整備

河道掘削ヹ堤防整備

河
道
掘
削
・堤
防
地
震
対
策
・
高
潮
対
策

隅田川

河道掘削ヹ堤防整備

河道掘削

【東京都】

【国】

【国】

【国】

【国】

【国】

【国】

【国】

内水対策

【国】

内水対策

【国】
河道掘削

護岸整備、橋梁架替、河道掘削

河道掘削

【東京都】

【東京都】

護岸整備ヹ
河道拡幅ヹ
河道掘削

【東京都】

【東京都】

河道掘削ヹ堤防整備

荒川第二ヹ第三ヹ第四調節池整備
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荒川水系流域治水プロジェクト2.0【位置図】
～我が国の社会経済活動の中枢を担う東京都及び埼玉県を守る抜本的な治水対策の推進～
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● 氾畋をできるだけ防ぐ・減らすための梗策
 ・堤防整備・護岸整備、河道欛削、高潮対策
  洪水調節施設（調節池、遊水地）整備の検討

・合畣点処畔、排水機場設置（増櫋含む）
・大橪模洪水を効果的に調節するために既存の洪水

調節施設等の有効活用の検討
・下水道幹線や貯畦施設等の基幹施設の整備（東檼ブ

ロック）
・下水道等の排水施設、雨水貯畦施設の整備（埼櫨ブ

ロック）
・下水道等の排水施設の耐水化（埼櫨ブロック）
・条疘等に基づく雨水畣出电制対策の推進
・校庭貯畦、各戸貯畦等の整備
・ため池の治水畏用
・田んぼダムの推進檘び農地・自然地保全

 ・畏水ダム等における事前放畣等の実施
  （関欲者：国、埼櫨県など）

・砂防関欲施設の整備
・森疈整備、治山対策
・浸透施設の整備 等

● 被害の軽減、桊期復旧・復興のための梗策
・高台整備をはじめとする避難施設等整備
・調節池の平時畏用を推進した防災意識の欶発
・ハザードマップの改畾・周知等
・タイムラインの策定・運用
・講習会等によるマイ・タイムラインの普檘促進
・防災櫑育や防災知識の普檘
・甮配畭者畏用施設の避難確保歑画作成の促進
・災害に備えた家庭内の食當備蓄の推進
・危機管畔欹水位歑・簡易欹河川監視カメラの設置
・民間マンションの一時的な避難場所としての活用

の検討
・施設リニューアルにあわせたバックアップ機能の

配備の検討
・電橢施設の嵩上げ、止水板の設置
・水位情報システム整備（河川、道疼、下水道の水

位情報の一元化）
・まるごとまちごとハザードマップの整備
・ワンコイン浸水センサの整備 等

公園一体型調節池 護岸整備

● 被害対象を減少させるための対策
・高台まちづくりの推進
・畞地適正化歑画の作成・見直し
・庁舎や防災檰点病院等の自衛水防の推進

（耐水化、電橢設備の嵩上げ、止水板の設置）
・中高頻度の浸水想定欄域図の作成 等
・高台への一時避難檘び二次避難歊疼の確保の検討
・既存排水機場の耐水化の検討
・水閘門を活用した氾畋水の自然排水の検討
・まちづくりと一体となった土砂災害対策等の推進
等

止水板の設置

立地適正化計画の作成

防災教育

調節池の平時利用を推進した防災意識の啓発
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事前放流荒川第一調節池

R6.3更新＆2.0策定＇R7.3更新
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荒
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所

緊急避難場
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アクセス道

高台避難場所整備

R3.3策定 R4.3更新 R5.3更新

 荒川水系では、国の機関に加え、都県、市区町村等の関係者による流域治水
協議会で、「荒川水系流域治水フルザゥキテ」を公表＆令和3年3月＇

 令和6年3月に、戦後最大洪水である昭和22年9月洪水と同規模の洪水に対し、
気候変動による降雨量の増加を考慮した雨量1.1倍となる規模の洪水を安全に
流下させることを目指すとともに、多自然川づくりを推進する「荒川水系流域治
水フルザゥキテ2.0」に更新

6



荒川水系流域治水プロジェクト2.0【位置図】
～我が国の社会経済活動の中枢を担う東京都及び埼玉県を守る抜本的な治水対策の推進～
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被害をできるだけ防ぐヹ減らすための対策

公園平面図位置図

現地写真

流域の雨水貯留機能の向上
校庭（公園等）貯留施設の整備

朝霞市 みどり公園課担当部署

取組概要
当該貯留施設は民間事業者による大規模開発事業に伴
い防災機能をウユギナセに整備された都市公園「谷中公
園」約1,000㎡）地内にある。令和2年9月に開発完了検
査を実施し、令和3年3月に市に帰属された後、令和3年4
月から都市公園として供用開始した。貯水容量は約97㎥と
なっている。

取組内容の工夫点・課題・留意点
基本的には公園敷地内への降雨のみの処理を想定して
設計されているため、河川への流出低減効果は限定的。

取組による効果
効果に関する定量的な評価については、現在事業者が近
隣の類似の都市公園に整備した雨水貯留槽のパユノーマ
裏に水位測定装置を設置し、検証中。

被害対象を減少させるための対策

水災害ヂォーゼ゛ポゕにおける土地利用・住まい方の工夫
まちづくりと一体となった土砂災害対策の推進

秩父市 地域整備部 都市計画課担当部署

取組概要
災害ヂォーゼ゛ポゕからの移転に対し、既存ガセザア（空き
家等）を活用することにより、本人負担の軽減を図る。

取組内容の工夫点・課題・留意点
空き家調査により空き家の分布状況・所有者の意向を調
べ、居住誘導区域内や小さな拠点周辺など、安全措置
が図られた同じ゛ポゕ内の空き家を活用し、集団移転す
ることにより本人負担の軽減とウヒヘゾスゖの維持を図る。

取組による効果
災害危険゛ポゕからの移転、空き家の利活用（ウユツアセ
オスゖ形成）

活用可能な制度等
防災集団移転促進事業、空き家対策総合支援事業
居住誘導区域等権利設定等事業（国交省）

※荒川水系全体

高台まちづくりの推進

東京都 都市整備局 市街地整備部 企画課担当部署

取組概要
・まちづくりを担う地方公共団体等と河川管理者が一体となっ
て、まちづくりや避難に関する計画等を踏まえつつ、高台まちづ
くりを推進。

取組内容の工夫点・課題・留意点
・具体の地域における高台まちづくりの実践を進めるとともに、
これらの過程で新たに生じた課題等に対して速やかに解決策
を模索していく。

取組による効果
・施設では防ぎきれない大洪水等が発生し、大規模氾濫が発
生しても、命の安全や最低限の避難生活水準が確保され、社会
経済活動が一定程度継続することができる。

荒川下流ゲ゗ビボ゗ユの策定・運用の取組

荒川下流河川事務所 品質確保・防災企画室担当部署

取組概要
・荒川下流域水防災ゲ゗ビボ゗ユは、現在沿川16市区を含む全37機
関54部局で運用している。

取組内容の工夫点・課題・留意点
・台風性降雨オソポゝによる流域警戒ガスーカを設定し、各段階で防
災行動の目標設定に応じた防災行動の早期実施を図る。
・関係機関との共有をWEB会議にて実施。また関係者との情報共有
のためのコザオヘハーゼを構築。（R3から試行）

取組による効果
・早期の危機感共有と早期対応の意思決定を促す流域ゲ゗ビボ゗ユ
により、関係機関における早期対応の意思決定を支援する。

被害の軽減、早期の復旧ヹ復興のための対策

関係者との情報共有のためのコザオヘハーゼ

表 台風性降雨オソポゝにおける流域警戒ガスーカ設定（案）

37機関が議論

R7.3更新
荒川水系流域治水プロジェクト2.0【流域治水の具体的な取組】

～我が国の社会経済活動の中枢を担う東京都及び埼玉県を守る抜本的な治水対策の推進～
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 荒柹は幹柹畣疼延長173km、畣域面柜2,940km²の一級河柹であり、その畣域は埼玉県及び東京都の1都1県
（77市区町梃）を抱えており、畣域内には約1,020万人が柃活

 社会・経済活動に必甮な梆くの都市用水や農業用水を供給しており、日本の枺治・経済の中枢を支える

  重甮な河柹

39%

44%

4%
13%

 流域の約44＄を山林等、約39＄を市街地、約13＄を農地が占めている。

 下流部においては、放水路の完成に伴い周辺の市街地が拡大し、荒川や支川
の入間川ヹ新河岸川では市街化が進んでいる。
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岩淵

寄居
熊谷

 荒川流域の年平均降水量約1,400mmは、全国平
均の1,700mmと比較して少雨傾向である。

 流域の中下流部は少雨傾向、上流部は多雨傾向
にある。

地形特性

降水量月別分布

関東における過去30年年平均降水量＆1991｜2020＇

流域及び氾濫域の諸元

流域図

 流域の43＄を山地、36＄を台地ヹ丘陵、21＄を低地 ヹ盆地
が占めている。

 寄居付近を扇頂部とする扇状地が熊谷市付近まで広がる

 北側に位置する大宮台地と南側に位置する武蔵野台地の
間を縫うように沖積地が広がる

降雨特性

国土数値情報より作成

土地利用

令和3年

埼玉県

東京都

山梨県

群馬県

⻑野県

• 幹線流路延⻑：約173㎞
• 流域面積：約2,940㎞2

• 流域内市区町村数：77市区町村
（39市20区17町1村）

• 流域内市区町村人口：約1,020万人
（H22調査基準年）

埼玉県

位置図

東京都

10km

人口推移
 昭和30年以降の人口の推移は、東京都、埼玉県

において現在も増加傾向となっている。
 流域の関係市区町村の高齢化率は、昭和55年の

6.8%に比べて、令和2年は22.7%となっている。

国勢調査より作成

８山林等

８農地

８市街地

８河川等

凡例
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

流
域

内
人

口
（

千
人

）

荒川流域内埼玉県合計 荒川流域内東京都合計 流域内人口

山地

43%

台地ヹ丘陵

36%

低地ヹ盆地

21%

２ 荒晅流域の概要

9



 荒川は、沿川の土地畏用が高密度に進展した首都東檼を貫畣しており、さらに下畣沿川はゼロメートル地帯
が広範囲に広がっていることから、氾畋した場合の被害は甚大となる。また、地下鉄網など水害に対して脆
弱な地下欑間が多数存在

荒川が破堤した場合、被害は甚大

放水路完成後に都市化が進む荒川下流域

 洪水浸水想定区域＆想定最大規模＇に含まれる自治体の数は56市区町にのぼり、浸水
が想定される区域の面積は約966km2となる。

洪旞斴旞暐定区域旗（暐定最大規模）

都心の浸水状況アミヺザ

 荒川が氾濫すると、地下
鉄網の半分が浸水する等、
被害は甚大。

 足立区北千住付近で堤
防決壊を想定してサポャ
リヺサュヱを行うと、北千
住駅で地下鉄内に流入し
た氾濫水は約3時間で
東京駅周辺に到達。 地下鉄入口での浸水状況

＆荒川破堤サポャリヺサュヱ結果＇

 荒川放水路の建設により、都市化が一層進展し、人口も急速に増加。
 放水路整備前の1909年には約270万人だった東京都の人口は、 2024年には約

1,410万人に増加。
明治42年

約270万人

昭和29年

約780万人

令和6年

※東京都総務局ＨＰ東京都の統計

ズルミヺテラ地帯が広がる荒川下流部

A○
○B

 荒川下流部は、地下水のくみ上げ等が原因で明治末期から地盤が沈下。最も沈下した地域で
は沈下量累計4.5ｍを記録し、東京湾の満潮位以下の土地であるゼロメートル地帯が広く存在。

 現在は地下水の採取規制により収束したものの、堤防が決壊した際には浸水が2階以上に及ぶ
可能性があるとともに、氾濫水が排水されにくく、浸水が⻑期化する恐れ。

低地帯の地盤高平面旗

荒晅下流部の堤防高
（右岸1.75km 江東区付
近）

地盤沈下の状況＜主要旞準基標の累計変動量＞

水害に対して脆弱な地下空間

約1,410万人

※T.P.0m=A.P.＋1.1344ｍ

２ 荒晅流域の概要（災害発昏時の影響、地域開発の状況）
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•江東地欄では、地盤高が満潮時の平櫭海面高より低いゼロメートル地帯が広く存在
•荒川における想定最大橪模の浸水想定では、最大浸水深が約10m程度になります。また、浸水歋続時間
が2週間以上となる地域もあり、広域避難が必甮となります。

※ A.P(Arakawa Peil)とは、荒川工事基準面のことで、標高(T.P)0mがA.P+1.134mです。

洪水浸水
想定欄域図
【想定最大橪模】

浸水歋続時間

出典：東京都港湾局Web
https://www.kouwan.metro
.tokyo.lg.jp/jigyo/madoguch
i/kensetsu-
jimusyo/UmetateKankyo/

「図1 東京港における満潮
面・干潮面以下の区域地
図」に加筆

A

B

A B

２ 荒晅流域の概要（災害発昏時の影響）
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既往ã被害想定ã疘 ：東檼都北欄Ü荒川ã堤防Á決壊ÌÔ場合ã被害想定
平成29年8月�最大橪模ã洪水等à対応ÌÔ防災�減災対策検討会ã�社会歊済ã壊滅的ß被害ã回避à
õÆÔ取ÿ組ô�資當ć編集 n~~z://���.s~|.wpv~.my.qz/hy�}gp/hy�}gp00000192.n~w

１．浸水面積

約98s㎡

２．浸水欄域内人口

約126万人

３．浸水歋続時間

ðñ全域Ü2週間以上
排水条件：ポンプ運転有ÿ�燃當補檩無Ì�

水門操作有ÿ�排水ポンプ車

４．死者数

約2,300人
避難畝４０％ã場合

５．孤畞者数

約54万人
避難畝４０％ã場合

6．ラďフラďンã被害
電疄 約111万件停電

ėĤ 約49万件à支障
家屋倒壊Á懸念ÊāĀ地欄ã

保安確保ãÔö檽檩停止ÌÔ場合

上水道 約284万人à影櫝
埼櫨県àýĀ想定結果

下水道 約399万人à影櫝

通信 約22万加入回線à影櫝
水害ēリčã電疄檽檩ã停止等à

ýÿ電疄枯渇ÌÔ最悪値

７．地下鉄ã浸水被害
17疼線�100駅�約161sw

出入ÿ口：高Ê1wã止水板�坑口部無Ì

８．畮檐鉄道運行íã影櫝
KW疼線22疼線�KW以外3疼線

想定最大橪模降雨à¿ÆĀ浸水状櫓
※H28.5公表ã想定最大橪模降雨àýĀ浸水想定à基ÚÂ作成
※堤防決壊箇所以外ã堤防Àþã越水àýĀ氾畋ć含ĈÜ¹Ā
※関東地方整備櫥àýĀĢミュレ�Ģョン結果

浸水範囲 想定堤防決壊箇所 荒川右岸21.0sw

【参考】 荒川の堤防が決壊した場合の被害想定例
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【整備中の主な箇所】

整備中
＆入間川流域緊急治水対策フルザゥキテ＇

整備中
＆京成本線荒川橋梁架替事業＇

※H28.3｜R7.3に完成した箇所は青色

備考整備率整備済み延⻑整備計画延⻑整備内容
約15%約12.0km約80.0km■堤防整備
100%11箇所11箇所■橋梁部周辺対策
100%約1.5km約1.5km■浸透・侵食対策

橋梁周辺部以外約47%約3.5km約7.4km■高潮対策
約23%約0.7km約3.0km■ゼロ耐震
60%3箇所5箇所■緊急用船着場

【河川整備計画策定以降(H28.3｜R7.3＇に完了した主な整備】

 荒川本川における目指す安全の水準は、「戦後最大洪水である昭和22年9月洪水と同規模の洪水」とし、その水準に相当する河川整備計画の目標流量を基準地点岩淵におい
て11,900m3/sとし、このうち、河道では計画高水位以下の水位で6,200m3/s程度を安全に流下させ、洪水による災害の発生の防止又は軽減を図る。

 入間川及びその支川における目指す安全の水準は、「近年の洪水で大規模な浸水被害をもたらした令和元年10月洪水」とし、その水準に相当する河川整備計画の目標流量を
菅間において4,100m3/sとし、このうち、河道では計画高水位以下の水位で3,700m3/s程度を安全に流下させ、洪水による災害の発生の防止又は軽減を図る。

 治水、利水及び流域の自然環境、社会環境との調和を図りながら、河川空間における自然環境の保全と秩序ある利用の促進に努める。

整備中
＆荒川第二ヹ三調節池＇

■荒川第二ヹ三調節池
ヹ環境影響評価の手続き完了＆R3年4月＇
ヹ一級河川荒川改修事業に伴うＨＰ川越線荒川橋りょう改築工事に係る基本協定の
締結＆R3.7＇

ヹ周囲堤、囲ぎょう堤の工事に着手＆R4年11月｜＇
ヹ仕切堤、荒川第二調節池排水門の工事に着手＆R4.12｜＇

■入間川流域緊急治水対策フルザゥキテ
■京成本線荒川橋梁架替事業

洪水を安全に流下
させるための対策

【危機管理対策】

浸透対策
河川防災シツヺサュヱ
　水防拠点整備

凡          例

ｼﾜﾙﾐｮﾂﾗ地帯堤防地震対策

高潮対策

橋梁架替等

高規格堤防整備

施設の耐震対策

内水対策

緊急用船着場整備

緊急用河川敷道路整備

排水機場の耐水化

橋梁゠キスシ道路整備

橋梁゠キスシ道路耐震化

危機管理型ネヺデ対策

洪水調節容量の確保

２ 荒晅での治旞対策旃捗状況 （完了した昇備及び現在昇備中の主な箇所）

整備済み H15ｂ
＆荒川第一調節池＇
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掘削前

①堤防の整備

＋洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項＋

②河道掘削

堤防が整備されていない区間や、標準的な堤防の断面形状に対して高
さ又は幅が不足している区間について、築堤ヹ堤防の嵩上げヹ拡幅を行う。

さいたま市

川越市

国道16号

整備前 整備後

入間川右岸0.3k付近＆川越市古谷本郷＇の例

入間川樋管改築

洪水を安全に流下させるための対策として河道掘削等を実施する。

浚渫状況

入間川流域緊急治水対策フルザゥキテにおける
河道掘削断面のアミヺザ

上江橋

古谷樋管

令和6年8月撮影

令和3年12月撮影

令和2年8月撮影 ←入間川←入間川

下げます。

掘削後

天神橋

越
辺
川→

坂戸市 川島町

令和3年7月撮影

令和4年7月撮影天神橋

越
辺
川→

坂戸市 川島町

令和6年10月撮影

最近の状況

天神橋

坂戸市

川島町

２ 荒晅での治旞対策旃捗状況等 （ハード対策）
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③橋梁架替

＋洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項＋

④橋梁部周辺対策

橋梁により、局所的に堤防が低く越水のおそれがある区間については、
暫定的な対策として盛土等により、高さを確保し、越水を防止する。

荒川右岸37.2k付近
＆羽根倉橋下流＇の例

整備前

整備後

整備前 整備後

令和２年３月

荒川右岸22.0k付近＆JR東北本線＇の例

← 荒川 ← 荒川

荒川 →

荒川左右岸10.7k付近＆京成本線荒川橋梁＇の例

橋梁の高さが低いこと等により洪水の安全な流下の阻害となっている橋
梁について、架替を行う。

葛飾区側＆令和3年10月＇ 足立区側＆令和3年10月＇

足立区側＆令和５年４月＇
平成29年

令和5年4月

令和6年6月

橋梁周辺部堤防の切り欠き部の対策と水防訓練

葛飾区側＆令和５年４月＇

京成電鉄終電後の時間帯に線路を使用した水防訓練 京成電鉄終電後の時間帯に線路を 使用した水防訓練

２ 荒晅での治旞対策旃捗状況等 （ハード対策）
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＋洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項＋

⑥洪水調節容量の確保＆＆仮称＇越辺川遊水地、＆仮称＇都幾川遊水地＇

入間川及びその支川においては、支川のヒヺキ流量を低減させ、水
位低下を図るとともに、下流河道への負荷を低減するため、詳細な調
査及び検討を行いつつ関係機関との調整の上、＆仮称＇越辺川遊水
地及び＆仮称＇都幾川遊水地の整備を行う。

遊水地

河川

遊水地アミヺザ図

地形や現状の土地利用等を考慮するとともに、
関係機関と調整した上で、外水、内水の両方に
対応する機能確保の検討を行う。

⑤洪水調節容量の確保＆荒川第二ヹ三調節池＇

洪水時に荒川の水の一部をためこみ、調節池下流の水位上昇を抑え、埼
玉県南部と東京都を洪水から守るため、荒川第二ヹ三調節池の整備を行
う。

浦和野球
ギョイヱデ

A＋A’断面

【整備後】

写真① 荒川第二調節池 囲ぎょう堤盛土及び荒川第二調節池排水門施工中

写真①

着手前＆R3.10時点＇

仕切
堤

現在＆R7.6時点＇

荒川第二調節池
排水門

凡疘（疖痕7年６月時点）

完成
施工中（築堤�排水門）
施工中（基盤整備）
未完成

浦和野球
ギョイヱデ

以降の説明対象

２ 荒晅での治旞対策旃捗状況等 （ハード対策）
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■

■

寄檭

秋ヶ瀬

畣域界

甲武信ケ岳

東京都

埼玉県

山畓県

群馬県
■

治水櫒

次谷

いわぶち

あ き が せ

じすいばし

こ ぶ し が た け

くまがや

よ り い

直轄管畔区間

■

0 10 20 30 40sw

荒柹第二・三調柬池

荒川第一調節池

■

岩淵

荒柹第一調柬池

既存洪水調節施設（二瀬ダム等）の
ダム再生等の有効活用

荒柹第四調柬池

岩淵

河口Àþã檵畚Ý川幅

東京痤

河口

３ 荒晅の特徴を踏まえた調昸池群の昇備
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令和元年台風時の状況平常時の状況

国土地理院HPより

第一調節池
（H15年度完成）

第二調節池

第三調節池

第二調節池

第三調節池

荒晅 荒晅

第一調節池
（H15年度完成）

３ 荒晅の特徴を踏まえた調昸池群の昇備
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越畣堤

志木市

Ê¹Ôó市
（西欄）

羽根倉櫒

êÍô野市
川越市

富士見市

Ê¹Ôó市
（桜欄）

出水時 2019年10月13日16時頃撮影

荒川第二調節池

荒川第一調節池

（H16完成）

荒川第一調節池

（H16完成）

荒川第二調節池

既往最大ã約3,500万w3ć貯畦！

（洪水調節容疁約3,900万w3ã約90%）

３ 荒晅第一調昸池の効果（令和元年東日本台風）

令和元年東日本台風の洪水時には、荒川第一
調節池により荒川水位基準地点で約３０〜４０
ｃｍ水位が低下したものと推定

荒川第一調節池の効果

○ 埼櫨県南部�東檼都ć洪水Àþ守ĀÔö�広¹河川敷ć活用ÌÛ�洪水時à川ã水ã一部ć
貯畦ÎĀ�荒川第一調節池�Á平成15年度à完成Ì�荒川下畣域ã水害歔減ć図ØÛ¹óÎ

平常時 2021年12月14日撮影

19
越畣堤Àþã畣入状櫓

荒川荒川第一
調節池



注）堤防�越畣堤�排水施設ßÞã位置ù幅àÙ¹Ûä検討中ã÷ãÜ·ÿ�確定ÌÛ¹Ā÷ãÜä·ÿóÐĈ�
事櫤ã内容

○場 所
埼櫨県Ê¹Ôó市�川越市�上尾市

○全体事櫤費
約1,670億円

○事櫤期間
平成30年度～疖痕12年度（13年間）

○事櫤内容
�荒川第二�三調節池ã整備

洪水調節容疁 約5,100万w3

（第二：約3,800万w3�第三：約1,300万w3）
�ＪＲ川越線荒川櫒ÿü»改築
�荒川右岸堤（対岸堤）ã整備

ÀĄÉ½ ·Ç¿

○ 埼櫨県南部�東檼都ć貫畣ÎĀ荒川ä�沿川ã土地畏用Á高度à進展Ì�óÔ下畣部äħロメ�ĳ
ル地帯Á広ÁØÛ¹ĀÈÝÀþ�一度氾畋ÎĀÝ甚大ß被害Á生ÍĀ¿ÒāÁ·Ā

○ ÈãÔö�第一調節池ã整備à続Â�平成30年度Àþ荒川中畣部à�荒川調節池欬（荒川第二�三
  調節池）ć整備Ì�河道ãピ�Ě畣疁ć低減Ì�調節池ýÿ下畣ã広範囲à¿¹Û治水安全度ã向

上ć図Ā

歑画平面図

断面図（ďメ�ģ）

注）Èã図ä�調節池ã関欲施設ć分ÀÿùÎÄ示ÌÔďメ�ģ図Ü·ÿ�実際Ýä異ßÿóÎ�

調 節 池

W８出水期óÜà段階的à
効果ć発現ÊÐĀ範囲

４ 荒晅第二・三調昸池の概要

疖痕元年東日本台風ã時à�÷Ì荒川第
二�三調節池Á完成ÌÛ¹Ôþ�荒川水位
基準地点Ü�当時ýÿ÷約30～40iw水
位Á低下ÌÛ¹ÔÝ推定ÊāóÎ�

荒川第二�三調節池ã効果
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約99万人
浸水人口を減

約156万人

約57万人

浸水域内人口

事業実施前 事業実施後

２ 荒川第二｣三調節池の概要
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【参考】
荒川第一調節池の洪水調節容疁 約3,900万m3

荒川第二調節池の洪水調節容疁 約3,800万m3

※予算の状櫓や関欲者との調整により段階的な効果の発現時期は変わることがあります。

 疖痕8年(2026年)の出水期までに、第二調節池の囲繞堤の一部と排水門、池内水疼
等を整備することで、約1,200万m3の洪水調節容疁を確保し、段階的な効果発現を
目指します。
（第一調節池とあわせると約5,100万m3（現櫓より約1.3倍の洪水調節容疁））

２ 段階的な効果発現
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浦痕野檣
ěラđンĴ

工事着手前（疖痕3年10月）

疖痕7年1０月

浦痕野檣
ěラđンĴ

第二調節池 囲繞堤

第二調節池 排水門

４ 現在の昇備状況（第二調昸池）

約２年前
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疖痕7年１１月  現在

４ 現在の昇備状況（第二調昸池）
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荒
川

浦痕野檣
ěラđンĴ

囲Ãü»堤

羽根倉櫒

仕切堤第二調節池
第一調節池



南部国道事務所

小樽開発建設部

鳴瀬川総合開発工事事務所

甲府灃川国道事務所

信濃川灃川事務所

岡山国道事務所

新丸山ダム工事事務所

松山灃川国道事務所

熊本灃川国道事務所 ８i-Conムヅラ事務
所

荒川調節炞工事事務所
豊岡灃川国道事務所

炣勢国道事務所

設楽ダム工事事務所

当事務所は全国に14あるi-constructionモデル事務所であり、
3次元データ等を活用し建設生産・管畔システム全体の効畝化に向け
てi-Constructionを一層促進する先導的役割を担っています

i-Construction＆i-Con＇とは、国土交通省が推奨する建設現場の生産性
向上を目指した取り組みです。ICT技術の全面的な活用、規格の標準化
、施工時期の平準化を3つの柱として測量、設計、施工、検査等の各段
階でICTを活用し、効率化、省力化、品質向上を図ります。労働環境の改
善や企業の経営環境改善も目的としています。

本明川ダム工事事務所

5 建昶DXの旝旃 i-Construction モデル事務所
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第二調柬池

荒川第二・三調節池ＢＩＭ／ＣＩＭ統合モデルの構築

構築した統合モデ
ル

排水施設周辺の統合モデル

荒川第二ヹ三調節池BIM/CIM統合ムヅラ構築

○形式ヹセビテが異なる仕様で作成された、地形ムヅラ、土工形状ムヅラ、構造ムヅラを統

合し、荒川第二ヹ三調節池のBIM/CIM統合ムヅラを構築

○完成形となる計画ムヅラ、施工段階＆工事完成時＇を反映した工事用ムヅラ※の０段階の

統合ムヅラを作成

荒川第二・三調節池ＢＩＭ／ＣＩＭ各種モデル

統
合

線形・土工モデル

構造物モデル

排水門

越流堤

地形モデル

５ 建昶DXの旝旃 計画・準備段階でのBIM/CIM活用
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ＢＩＭ／ＣＩＭデータを事務所ＨＰで公開

BIM/CIMデータの公開
・地方公共団体や建設業者炶
における3次元データ利活⽤の
振興を図ることを目的に、当事
業BIM/CIMデータを一烦公開、
建設業者炶がDLし、工事受注
の検討時に炒成形の把握を⾏
うなどの利⽤があった。

工事⽤道路等の基盤整備工事

工事完成時の写真（R4.5撮影）

施工段階を反映した統合モデル

施工段階（工事完成時）
を反映した統合モデルの公開

工事進捗状況を⽴体的に確認可能

荒川第二・三調節池ＢＩＭ／ＣＩＭ統合モデルの更新

最新データに更新
・詳為設計、瀷正設計が⾏われた箇所は都度点新を実施

囲繞堤及び仕切堤の管理⽤通路を更新

第⼆排水門を概略から詳細設計に更新

荒川第二ヹ三調節池BIM/CIM統合ムヅラを公開ヹ更新

BIM/CIMデータを公開
（R3.7全データ公開)

受注者ãĞメンĳ
●歑画ÊāĀ施設ã位置関欲ù周辺ã土地畏用ã状櫓ßÞÁ把握ÌùÎ¹
●フリ�àīđンロ�ĴÜÂĀ�畏用条件ßÞ÷明示ÊāÛ¹ĀÈÝÀþ�畏用ÌùÎ¹
●工事Ü初öÛBJP/CJPć採用ÎĀ関欲Ü参考àßØÔ
●機器ã配置検討à活用ÜÂÔ

5 建昶DXの旝旃 計画・準備段階でのBIM/CIM活用
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４Dモデルの作枹・更新

BIM/CIMモデル活用によるサイバー建昶現場Ⓡ

３Ｄモデルに時間の経過を加えた４Ｄモデルにより、実現枸や安栝枸を確認・検証

柄土疁・沈下疁の自動計桳システム

関係者間で情報を共有することで迅桵・的確な判断

ＧＮＳＳ自動変位計桳

・無線LANで、リアルタイムに情報収集
・天候に左右されず、高精度・確実・安定的な
歑測檘び解析時間の短縮

①

②

③

④

①

浸水範囲シミュレーション

出水時、施工現場の的確な避難計画、行動

②

④

ＵＡＶ桳疁による柄土管畔

作業の省疄化、計桳時間の削減

③

④

エブリデイドローン計測

現場にいなくてもリアルタイムに可視化された現場状櫓や数値等をPCやスマホで誰
でもどこでも遠隔で確認できるため、櫤務の効畝化や現場への移動時間が削減可能

５ 建昶DXの旝旃 現場施工段階でのBIM/CIM活用
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■【アミヺザの共有】

基礎杭打設｜排水門構築｜別途施工グヺテ工事｜
建築上屋工事｜堤外水路

■【理解促進】
視察ヹ見学会での工事説明に活用

■【各業者間でムヅラを共有】
お互いの施工管理に活用

排水門工事での活用＆動画 2023/1/21｜2026/3/31)

２Ｂムヅラにより、実現性や安全性を確認ヹ検証＆コアノヺ空間上でサポャリヺサュヱ＇

受注者ãĞメンĳ(効果)
●各々ã重機配置歑画ù�吊荷下畞入櫴止�上下作櫤ã櫴止等Á��見½Ā化�ÊāĀÈÝàýÿ�機械ã配置歑画�動員歑画
檘è安全面Ü÷効畝化ÊāÔ

５ 建昶DXの旝旃 現場施工段階でのBIM/CIM活用＜視覚化による効果＞
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自動運航ÎĀ専用Ĵロ�ンÜ写真測疁ć行¹�高速àĲ�Ī処畔ÁÜÂĀĢĤıムć
介ÌÛ�ĚラđĴ上Ü解析ć実施ÎĀÈÝÁÜÂ�従甿ã人àýĀ作櫤Á大幅à削減

Ĵロ�ン本体

īĮĢュボ�Ĵ
（盛土疁ã確認�任意断面ã地表面歑測Ĳ�Ī抽出可能）

操縦ĪブレĮĳ

Ĵロ�ンà飛行ル�ĳ設定Ì自動飛行Ü写真測疁

◆ＩＣＴÝ従甿手法Ýã効果�比較 （測疁範囲：1.8sw�10.8万㎡）

※従甿測疁ä2人1組：160n＝2人×8ｈ×10日
従甿解析ä1人：48n＝1人×8n×6日

測疁

解
析

約９割
削減

５ 建昶DXの旝旃 ZA[測疁àýĀ堤体盛土出甿高管畔
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５ 建昶DXの旝旃 省人化�効畝化ã取組 建設用３ＤプリンĪ�ã試行

従来工法に比べて、プレ
キャストブロックの現場
切断加工、場所打ちCo打
設が減少するため、省⼈
化・安全性向上・美観の
効果を期待

護岸ブロĮĚã切断作櫤ù場所打ÖĞン等ã施工手間Á必甮Ü·ØÔ護岸櫦線部ã施工
à¿¹Û�欻状à合ĄÐ３ＤプリンĪÜ制作ÌÔ護岸ブロĮĚć用¹ĀÈÝÜ省人化�効畝
化àýĀ工程短縮等ć図Ā取組ć試行 （W7.11．14現場見学会ć実施）

建設⽤３Ｄプリンターによる
護岸施工箇所

３Ｄプリンターで制作した護岸ブロック

現場での３Ｄプリンター稼働イメージ

・３Ｄプリンターで壁厚60㎜で
1層ずつ材料を積み上げブロッ
クを立てた形状に構築

・表面は積層模様

31
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大型施工機の遠隔暕縦
稼働は旻界初！

施工機（操縦席）無人

遠隔・自動化施工（小型機での試行）

遠隔操作室

通信・指令

効果項目

現場の無旆化による接触災害等の防止安晩昄

自動昀御による均一品質品質

将来的にはオペレータ1名で複旭台昀御効率

技術のデジタル化・標準化継承

斵暍混合処理工法
（CI-CMC工法）

５ 建昶DXの旝旃 地盤改良工事の遠隔／自動化施工 i-Con2.0

「安晩・品質・効率・継承 ― 地盤改良の新しい施工スタイルへ」

◆�p-Cyx}~|�i~pyx2.0�à向Æ�生産性向上�安全性確保�担¹手確保ć柱à施工ã
ĲģĪル化ć推進
◆地盤改畾分野Ü÷�重機ã自動化�遠隔化�Á重甮ı�マÜ·ÿ�大欹施工機àýĀ世
界初ã遠隔／自動化施工ć実証（2026年1月予定） ※小欹機Üã試行ä昨年度実施済
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ICTによる土砂改良施工管理
ICT土砂改良機を
活用することで、
施工管理の効率
化と品質向上を
実現

施工範囲、攪拌回
数を可視化

①UAV測量による3Dモデル作成
BIM/CIMを用いた昐土施工管理

ドローンにより地表の
データを収集3Dモデ
ルを作昅することで土
量計算、施工ステップ、
出来形管理が可能。

盛土3Dモデル

②3Dモデルによる施工ステップ説明
動画で施工ステップを作昅し、協力会社へ分かりやすく昹明
施工手順を可視化す
ることで、重機の動
晕、一日の施工量を
把握し事故のリスク
を低減し昏産昄向上

③3Dモデルを使用した出来形管理
出来形3D面を作昅し、昶計と比較、ヒート
マップで可視化することで合否と旾昌箇所を
一目で判断

５ 建昶DXの旝旃 生産性向上à向ÆÔ取組（BJP/CJP�JCY）

33



⇒  教材を事務所HPに掲載︕
 BIM/CIMに関する基礎知識等を

習得するためのe-ラーニング教
材を作成し、事務所職員に共有、
自習学習を推進

k-ラ�ニンě
実 施 状 櫓

更に、初⼼者にも分かりやすい内容
であるため、事務所HPに掲載し誰で
も学習が可能︕（R5年度より継続）

k-ラ�ニンě
HU歁載状櫓

e-ラーニング教材による自習学習の推進

BIM/CIM統合モデル操作実習（勉強会）

 事務所職員に対してBIM/CIM統合モデル
操作実習等勉強会を実施（R6.7.17）

 事務所職員全体のBIM/CIM技術⼒を向上

演習ďメ�ģ

断⾯を⾒る

勉 櫋 会
実 施 状 櫓

技術/事務や所属にかか
わらず誰でも操作が可能

BIM/CIMデータを活用した広報
VR（仮想現実） AR（拡張現実）

空間再現ディスプレイ

Minecraft（マインクラフト）

 BIM/CIM(3次元データ)をマ
イクラワールドデータに変換

 幅広い世代（特に若年層）の
目にとまることで荒池事業を
知るきっかけに

VRで水門操作
を疑似体験ㅯ

操作室ã
ďメ�ģ

・VR体験で荒川調節池事業をPR

 VRゴーグルなど使わずに裸眼で３D
モデルを⽴体視できるディスプレイ

 ゲーム⽤コントローラで操作も可能

 現場風景とBIM/CIMモデルが重
なって⾒えることで、現場で構
造物の完成形を疑似的に確認で
きる 

現場風景

囲繞堤の
BIM/CIMモデル

５ 建昶DXの旝旃 旆材育昅・広報の取晽
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コマンドブロック柪置
～範囲が広大なため主甮施設間を瞬間移動できるコマンドブロックを用意～

さいたま市との疵携
～さいたま市のHP歊由でもワールドデータのDLが可能～
■https://www.city.saitama.lg.jp/001/010/014/007/p115940.html
■https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/saitama-minecraft

・当事務所では、３次元の設歑成果(BIM/CIM統合モデル)を作成し、事務所HPで公開中
・荒川第二・三調節池のBIM/CIMデータを基にMinecraftのワールドデータを作成
・事櫤畔解促進とともに子檽達に３Ｄデータを活用頂くことで効果的な学習櫑材の一助となることを期待
（BIM/CIM統合モデルを基にしてるため、堤防欻状の他、第二排水門地下の杭基礎や囲繞堤下の地盤改畾なども再現されている）

さいたま市での３Ｄ都市データ活用事疘 出典：さいたま市HP抜粋

マイクラデータ
QRコード

ワールドデータ ～荒川第二・三調節池のワールドデータを公開しています～

約２２km²

ブロックを踏むと移動

既存のBIM/CIMデータを
マイクラのワールドデータに変換

第二調節池排水門付櫽のマイクラワールドデータ

生き物を放つことができます ボートで探検することができます

既公開中のBIMCIM統合モデルデータ

■ マイクラデータの公開 URL:https://www.ktr.mlit.go.jp/araike/kensetsudx/bimcim_katsuyou.htm

統合版を追加 ～Java版と統合版を作成～

 統合版は、比較的簡単に設定やカスタマイズができ、初心者の方でも容易に楽しめ
ます。

 マインクラフトアプリ（有當）を畏用することで、iPadなどのタブレット端末でも
プレイ可能です。

約22㎞²

【参考】荒晅調昸池３Ｄデータの活用について
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根固めブロック施工状櫓イメージ

施工箇所イメージ（CIMモデルより）

●荒川調節池工事事務所では、CO2排出疁の削減効果のある低炭素欹コンクリートを試行的に
活用し、建設施工に欲る脱炭素化の促進に取り組んでいます

【現場製作の根固めブロックでの試行】
･Ｒ４荒川第二調節池排水門檘び囲繞堤新設工事

【低炭素欹コンクリートを用いた
二次製品護岸ブロックでの試行】

〇低炭素欹コンクリートを使用し完異した４工
事では約3,300m3で低炭素欹コンクリートを使用
〇二次製品製造時に排出されるCO2を約142t削減

〇現在施工中の二次製品を用いる全工事でも、
低炭素欹コンクリートを用いた二次製品を使用
し、引き続きGXの推進に寄与していきます

●低炭素欹コンクリートとは
コンクリートの材當であるセメントは、製造時に原當を

焼く工程があり、製造時に大疁のCO2が排出されます。

高疺スラグ微粉末

CO2排出疁を
40～52％削減

疵結ブロックイメージ

疵結ブロック柈作（Co梎柪）状況

・疖痕5年7月28日に閣檂決定された「脱炭素成長欹歊済構造移行推進戦畡」に基づき、CO2排出疁の削減効果のあるコンク
リート （低炭素欹コンクリート）を用いた二次製品の疵結ブロックを使用したり、現場製作する根固めブロックに低炭
素欹コンクリートを用いるなど、セメント使用疁を減らすことでCO2排出疁削減に歌げるGXを推進中

現場柈作の根固めブロックでの試行
におけるCO2排出疁の比較

コンクリートをつくる時に必甮な

セメントの一部を石炭火疄発電所で
排出されるフライアッシュや、製鉄
所で排出される高疺スラグ等の産櫤
副産物に置き換え、通常のコンク
リートと同等の櫋度・品質を有する
ものです。

根固めブロックイメージ

※「セメントのLCIデータの概甮」（一社） セメント櫄会 2024年4月1日
「コンクリート構造物の環櫉性能照査指針（試案）」土木学会 を参照しCO2排出疁を算出

【参考】カーボンニュートラルに向けた取晽
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撮影：R7.10.29
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防災・減災、国土櫋靱化には終わりがなく、歋続
的な対策が不可欠であり、引き続き畣域治水の様々
な取組をはじめ荒川調節池欬の整備を推進していく

終わりに

会場内に荒川水系の流域治水に取り組む、水系の２事務所合同
＆荒川下流ヹ荒川上流ヹ二瀬ゾマヹ荒川調整池＇でピヺシを出展しています
是非お立ち寄りください 38


